






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月 1 -― 41
 
睛 I骨
金
陰
睛
木
雨
去
ル
十
八
日
ョ
リ
本
日
マ
テ
三
日
間
英
学
々
期
試
験
ヲ
行
フ
中
島
蒲
宗
方
文
造
坂
舎
ス
降
幡
元
太
郎
下
宿
ス
四
月
二
十
I
I
n
一
野
口
松
夫
帰
省
ス
吉
之
助
下
宿
ス
゜
阪
齊
道
土
ヒ
1． 
金
快
晴
8
 
6
 
小
林
盟
太
郎
小
嶋
―
丸
戌
要
作
各
帰
省
ス
古
回
井
典
四
郎
辿
足
ス
木
晴
水
睛
上
法
、
貿
易
諭
、
代
数
学
、
本
朝
歴
史
ノ
学
期
試
験
ヲ
執
行
ス
一
山
田
（
喜
之
助
）
購
師
欠
席
ス
稗
田
三
平
二
月
廿
七
日
如
恕
法
史
、
日
本
刑
法
、
支
那
歴
史
ノ
学
期
試
験
ヲ
執
行
ス
山
崎
隆
作
退
学
ス
大
木
鋏
次
郎
中
村
錠
太
郎
阪
省
ス
二
月
廿
八
日
二
月
廿
九
日
四
月
十
九
日
漆
畑
元
吉
一
此
日
春
期
迎
動
会
ヲ
飛
応
山
二
開
ク
会
者
百
六
十
有
余
人
花
期
租
A
ぷ
過
キ
ク
リ
ト
雖
托
残
粧
未
夕
全
ク
去
ラ
ス
盃
中
蕗
花
ヲ
浮
フ
ル
却
テ
佳
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
旗
奪
ヒ
ニ
索
引
キ
ニ
各
々
適
意
ノ
運
動
ヲ
演
ッ
ク
陽
漸
ク
西
二
傾
キ
各
解
散
セ
リ
本
日
熊
事
舎
務
日
誌
に
つ
い
て
四
月
廿
一
日
一
十
九
l
迎
動
会
ノ
疲
労
未
ク
去
ラ
ス
ス
一
校
務
革
正
二
由
リ
此
日
ヲ
以
テ
掲
表
ッ
タ
ル
諸
規
則
其
類
多
ツ
[
且
ッ
ク
諸
規
則
綴
込
、
褐
示
杏
写
等
ノ
宮
類
二
就
テ
詳
細
ヲ
知
ル
ヘ
ッ
一
森
修
吉
服
部
源
三
郎
入
学
直
二
入
塾
ス
小
林
定
脩
下
宿
ス
（
以
上
日
記
第
一
冊
よ
り
）
明
治
廿
一
年
十
一
月
十
一
1
十
一
月
十
二
日
本
日
左
ノ
掲
示
ヲ
為
セ
リ
新
築
寄
宿
舎
ハ
来
ル
十
五
日
移
転
ヲ
差
許
候
事
寄
宿
舎
ハ
当
分
八
E
]
三
人
六
屈
二
人
ノ
市
居
室
ハ
抽
狐
二
依
リ
定
ム
ヘ
ッ
現
今
ノ
乙
泌
ハ
十
五
日
限
リ
悉
皆
移
転
ス
ヘ
キ
1
寄
宿
舎
名
称
自
今
新
築
寄
宿
舎
ヲ
巾
塾
ト
ジ
現
今
ノ
丙
塾
ヲ
乙
熟
ト
ジ
現
今
ノ
甲
塾
ヲ
野
口
松
夫
帰
校
匁
月
曜
日
大
雨
日
耀
日
磁
午
后
雨
月
即
チ
学
生
ノ
乞
ヲ
容
＞
休
業
柏
本
保
吉
移
転
届
ヲ
出
ツ
退
舎
ス
木
曜
日
穀
水
耀
日
睛
火
曜
日
晴
十
一
月
廿
六
日
月
附
日
昭
゜
旧
乙
十
三
号
室
袢
森
光
三
郎
ョ
リ
英
華
字
典
紛
失
ノ
旨
届
出
候
二
付
各
自
注
意
ス
ヘ
キ
旨
ノ
掲
示
ヲ
ナ
セ
リ
三
原
義
人
泉
英
作
退
舎
届
ヲ
出
ス
長
島
律
太
郎
帰
舎
届
ヲ
出
ス
並
木
覚
太
郎
退
舎
届
ラ
出
ス
十
一
月
廿
七
日
八
木
彦
太
郎
福
島
県
へ
旅
行
届
ヲ
出
ス
十
一
月
廿
八
日
沼
鋼
次
郎
賄
部
二
於
テ
乱
暴
ジ
入
口
之
戸
を
毀
損
ジ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
憎
責
ツ
后
来
ヲ
戒
メ
器
物
毀
損
ノ
賠
恨
ヲ
ナ
サ
ッ
ム
十
一
月
廿
九
日
十
一
月
十
―
―
―
日
火
耀
日
I青
丙
塾
ト
ジ
現
今
ノ
乙
撚
ヲ
少
年
舎
卜
改
正
候
堺
右
掲
示
候
也
十
一
月
十
二
n
舎
長
膀
島
勝
四
郎
寄
宿
舎
規
則
第
七
条
二
依
リ
退
舎
ヲ
命
ス
- 69 -
以
上
で
舎
務
日
誌
の
紹
介
は
、
一
応
終
わ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
以
下
記
念
録
、
本
校
記
録
な
ど
か
ら
、
寄
宿
舎
、
当
時
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
二
、
三
舎
務
日
誌
を
中
心
に
し
て
抽
き
だ
し
て
み
よ
う
と
思
う
0
寄
宿
舎
の
建
物
は
、
開
校
前
の
明
治
一
五
年
九
月
末
に
二
棟
落
成
し
た
。
学
校
の
建
物
は
全
部
で
三
棟
、
一
棟
は
購
幽
（
教
室
）
で
あ
る
°
木
造
二
階
建
で
、
当
時
と
し
て
は
換
気
・
採
光
な
ど
に
注
意
が
く
ば
ら
れ
た
洋
風
建
築
が
、
憫
葉
樹
林
で
毅
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
早
稲
田
の
杜
に
建
て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
誌
に
よ
る
と
、
明
治
一
六
年
一
0
月
三
0
日
の
項
に
「
大
隈
公
来
校
新
築
之
寄
宿
舎
其
他
巡
視
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
開
校
し
て
一
年
後
に
、
講
堂
の
Jtl築
（
前
出
九
月
―
二
日
の
記
事
）
と
寄
宿
舎
の
新
築
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
東
京
専
（四） 十
一
月
舟
日
（
以
上
藤
井
精
小
田
部
鉄
之
進
一
―
―
城
収
治
入
舎
ス
一
郎
田
村
街
退
舎
ス
高
野
正
樹
入
舎
ス
生
徒
一
同
賄
部
二
於
テ
乱
暴
ヲ
ナ
ス
堀
内
鶴
助
入
舎
ス
本
日
現
在
生
百
五
十
五
名
第
二
冊
よ
り
）
生
形
定
之
助
入
舎
ス
金
耀
日
晴
林
弥
門
学
校
改
良
考
案
」
に
よ
る
と
「
第
四
舎
務
ノ
改
良
ヲ
計
ル
ヘ
ッ
」
の
乙
「
外
柵
ヲ
寄
宿
舎
四
囲
二
設
ク
ヘ
ツ
」
の
理
由
の
項
に
、
「
門
限
ノ
取
締
ヲ
欠
ク
ハ
舎
則
ノ
実
行
セ
ラ
レ
サ
ル
ニ
由
ル
ト
離
ト
モ
、
主
ト
ッ
テ
寄
宿
舎
ノ
四
囲
二
外
柵
ナ
ク
出
入
自
由
ナ
ル
ニ
由
ラ
ス
ソ
ハ
ア
ラ
ス
、
今
別
紙
ノ
図
二
就
テ
考
フ
ル
ニ
、
凡
ソ
ニ
十
六
間
半
ノ
外
柵
ヲ
樅
へ
、
一
門
ヲ
設
ク
レ
ハ
則
チ
可
ナ
リ、
決
ジ
テ
多
ク
ノ
経
喪
ヲ
要
セ
サ
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
別
図
も
明
治
一
九
年
一
―
一
月
に
大
隈
校
主
に
呈
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
学
校
の
建
物
の
配
置
な
ど
よ
く
明
示
さ
れ
て
い
る
°
そ
の
別
図
に
よ
る
と
、
諧
堂
の
横
に
甲
路
が
あ
り
、
そ
の
横
に
丙
•
乙
塾
が
並
列
し
、
甲
と
丙
磁
と
の
内
側
に
賄
所
が
お
か
れ
て
い
る
。
明
治
一
六
年
以
降
甲
・
乙
．
丙
の
三
塾
一
二
棟
の
寄
宿
舎
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
°
な
お
こ
の
別
図
に
よ
る
と
体
操
場
が
併
設
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
恐
ら
く
明
治
一
七
年
以
降
に
新
築
さ
れ
た
も
の
と
思
う
0
以
後
、
明
治
ニ
―
年
ま
で
こ
の
ま
ま
の
建
物
で
あ
る
が
、
明
治
ニ
―
年
―
一
月
―
二
日
の
舎
務
日
誌
記
事
（
前
出
）
に
よ
る
と
、
こ
の
日
に
新
築
寄
宿
舎
に
移
転
し
、
名
称
の
変
更
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
新
築
さ
れ
た
も
の
を
甲
塾
、
従
来
の
丙
を
乙
染
、
甲
を
丙
熟
と
し
、
乙
を
少
年
舎
と
改
め
て
い
る
°
こ
れ
で
成
年
舎
三
棟
、
少
年
舎
一
棟
と
な
り
、
東
京
専
門
学
校
の
学
生
数
も
、
わ
ず
か
六
年
の
間
に
急
激
に
増
加
し
、
一
方
で
は
、
学
内
設
備
教
務
の
拡
充
と
相
侯
っ
て
発
展
を
と
げ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
舎
務
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
明
治
一
九
年
に
呈
出
し
た
「
改
良
考
案
」
に
「
近
来
舎
務
大
二
治
マ
ラ
ス
、
生
徒
ノ
品
行
大
二
乱
＞
、
醜
聞
甚
夕
炒
-70-
舎
務
日
誌
に
つ
い
て
ナ
カ
ラ
ス
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
一
冊
の
記
事
の
中
に
は
こ
れ
に
関
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
害
か
れ
て
い
な
い
。
強
い
て
さ
が
せ
ば
、
明
治
一
七
年
五
月
ニ
―
日
の
項
に
、
「
去
ル
十
七
日
奴
来
佐
太
郎
刀
禰
勘
三
等
深
夜
小
使
二
逼
リ
粗
暴
ノ
挙
動
ヲ
為
ッ
タ
ル
ニ
依
リ
木
日
其
罪
ヲ
乱
ツ
罰
則
第
九
条
ヲ
履
行
ジ
同
第
四
条
二
照
ジ
十
五
時
問
ノ
留
置
ヲ
命
ス
」
と
あ
る
＜
ら
い
で
あ
る
°
寄
宿
舎
と
し
て
は
地
方
出
の
冑
年
を
一
幽
に
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
程
度
の
こ
と
は
ほ
か
に
も
多
少
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
が
、
特
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
創
立
初
期
の
学
校
づ
く
り
の
気
概
が
、
学
生
、
講
師
と
も
ど
も
溢
れ
て
い
て
そ
う
し
た
こ
と
は
諭
外
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
九
年
頃
に
な
る
と
、
東
京
専
門
学
校
も
叫
校
五
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
方
の
子
弟
を
預
か
り
、
教
育
す
る
と
い
う
目
的
を
完
全
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
無
秩
序
と
も
い
え
る
状
態
に
多
少
反
省
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
改
良
考
案
に
よ
る
と
、
有
給
の
舎
長
を
お
く
と
か
賄
制
度
の
改
良
と
か
、
外
柵
を
も
う
け
て
夜
間
の
出
入
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
思
わ
れ
る
°
明
治
ニ
―
年
の
得
業
生
坪
旧
善
四
郎
氏
の
恢
旧
談
に
「
寄
宿
舎
に
ゐ
る
と
、
賄
ひ
の
料
理
が
ま
づ
い
と
て
、
時
々
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
し
た
こ
と
も
あ
る
が
云
々
」
（
「
半
枇
紀
の
早
稲
田
」
所
収
）
と
あ
る
が
、
時
々
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
改
良
考
案
」
が
実
施
さ
れ
た
あ
と
の
明
治
二
―
年
度
の
「
舎
務
日
誌
」
に
は
、
賄
問
題
、
器
物
破
狽
、
府
人
殴
打
な
ど
の
記
事
が
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
は
な
か
な
か
う
ま
く
ゆ
く
も
の
で
は
な
く
、
舎
長
・
ホ
務
職
員
も
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
う
0
人
員
も
増
し
、
規
則
も
確
立
さ
れ
、
掲
示
な
ど
も
た
び
た
び
出
さ
れ
て
い
る
o
も
う
一
っ
東
京
専
門
学
校
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
時
官
権
の
重
圧
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
o
「
醜
聞
甚
夕
彫
カ
ラ
ス
」
の
中
に
は
、
学
外
に
対
し
て
も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
祁
情
が
あ
っ
た
ろ
う
と
も
思
う
0
―
つ
の
例
で
あ
る
が
、
前
出
の
日
誌
記
事
中
、
明
治
一
七
年
四
月
一
九
日
の
春
季
運
動
会
に
つ
い
て
、
日
誌
で
は
、
な
か
な
か
盛
大
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
校
友
齋
藤
和
太
郎
氏
の
恢
旧
談
と
し
て
、
旗
面
に
か
か
れ
た
隙
慨
悲
憤
の
文
字
と
不
穏
な
扮
装
な
ど
で
、
以
後
学
校
当
局
者
が
生
徒
を
引
率
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
瞥
察
令
を
出
さ
し
め
る
に
至
っ
た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
マ
マ
記
中
に
も
、
明
治
一
七
年
五
月
一
六
日
の
項
に
「
傲
察
へ
生
徒
ノ
出
入
ヲ
（
四
月
四
月
ヨ
リ
五
月
一
五
日
二
至
ル
）
届
出
ス
這
回
ョ
リ
入
学
及
ヒ
入
舎
ハ
生
誕
年
月
卜
族
籍
ト
ヲ
記
入
ス
ル
1
卜
為
レ
リ
」
と
あ
り
、
六
月
一
七
日
の
項
に
、
「
前
回
ョ
リ
昨
日
マ
テ
ノ
生
徒
出
入
ヲ
普
察
署
二
届
出
ス
其
要
目
如
左
入
学
五
名
退
学
五
名
入
舎
五
名
退
舎
十
二
名
」
八
月
六
日
の
項
に
は
、
七
月
三
0
日
ま
で
の
報
告
を
、
「
入
学
七
名
退
学
三
名
入
舎
壱
名
退
舎
四
十
名
」
と
し
て
い
る
°
学
校
自
体
の
圧
迫
は
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
ず
に
お
く
が
、
以
上
で
み
る
よ
う
に
寄
宿
舎
の
管
理
は
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
o
寄
宿
舎
の
舎
長
は
、
激
務
に
か
か
わ
ら
ず
有
給
制
で
な
か
っ
た
こ
と
ぱ
、
「
改
良
考
案
」
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
「
改
良
考
案
」
に
よ
る
と
、
「
俸
給
ハ
舎
費
ノ
内
ヲ
以
テ
弁
ス
ル
ア
ラ
ハ
可
ナ
ラ
ソ
。
尚
ホ
別
紙
会
計
表
二
詳
ナ
リ
」
と
あ
り
、
別
紙
会
計
案
で
は
「
一
金
十
円
但
ツ
一
- 71-
人
一
ヶ
月
分
舎
長
給
料
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
予
定
で
は
、
「
塾
費
と
し
て
金
二
十
六
円
但
ツ
―
ヶ
月
一
人
金
弐
拾
弐
卜
定
メ
硲
生
百
三
十
人
分
」
と
あ
る
か
ら
、
当
時
甲
乙
丙
の
三
塾
三
柚
に
百
三
十
人
ぐ
ら
い
の
塾
生
が
お
り
、
こ
れ
ま
で
「
改
良
考
案
」
中
の
言
葉
で
い
え
ば
、
道
徳
上
の
舎
長
が
舎
務
を
統
括
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
°
専
任
に
な
っ
て
か
ら
は
校
友
が
大
体
そ
の
任
に
あ
た
り
、
ニ
―
年
一
0
月
ま
で
内
田
榮
次
郎
、
つ
い
で
浦
部
章
三
、
少
年
舎
が
で
き
て
か
ら
加
藤
松
之
助
と
吉
田
義
之
、
加
藤
松
之
助
の
あ
と
成
人
舎
を
小
泉
沖
志
が
ひ
き
つ
い
で
い
る
°
舎
務
日
誌
の
二
二
年
八
月
の
初
旬
の
と
こ
ろ
に
、
八
カ
所
に
わ
た
っ
て
小
泉
消
志
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
o
な
お
、
こ
の
当
時
の
学
生
々
活
に
つ
い
て
は
、
「
半
枇
紀
の
早
稲
旧
」
に
七
四
頁
か
ら
八
七
頁
に
わ
た
っ
て
比
較
的
く
わ
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
つ
ぎ
の
一
文
を
も
っ
て
寄
宿
舎
生
活
の
一
端
を
紹
介
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。
明
治
一
六
年
の
学
生
で
あ
っ
た
上
遠
野
富
之
助
が
、
当
時
の
寄
宿
舎
生
活
に
つ
い
て
書
い
た
短
文
で
あ
る
o
「
寄
宿
舎
生
活
も
亦
深
い
Il
心
ひ
出
の
―
つ
で
あ
る
°
寄
宿
舎
生
活
で
今
に
忘
れ
な
い
の
は
食
事
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
で
、
朝
は
味
噌
i
と
泊
物
、
昼
は
煮
呑
、
又
ぱ
乾
物
、
晩
に
は
時
に
牛
肉
と
葱
の
煮
付
と
い
っ
た
や
う
な
献
立
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
非
常
に
私
の
食
慾
を
そ
A
つ
た
°
食
事
の
拍
子
木
の
音
が
す
る
と
同
時
に
第
一
番
に
食
堂
に
行
っ
て
、
先
取
特
権
と
で
も
云
は
う
か
、
汁
で
も
何
で
も
一
番
に
廿
い
と
こ
ろ
が
得
ら
れ
た
の
は
実
に
愉
快
で
あ
っ
た
°
舎
毀
は
寄
宿
月
日
1
0
月
―
―
一
日
（
水
）
ク
空
日
（
木
）
ク
写
日
（
金
）
ク
六
日
（
土
）
ク
八
H
（
月
）
ク
九
日
（
火
）
ク
一
O
日
（
水
）
（五）
図
占
借
覧
人
一
五
名
一
五
名
一
七
名
―
―
名
一
六
名
九
名
1
0名
五
名
二
名
四
名
二
名
四
名
―
二
名
九
名
―
二
名
七
名
三
名
内
三洋
名也
和
散
也
―
二
名
一名
新
聞
賄
全
部
で
三
円
五
十
銭
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
°
其
時
分
の
舎
監
は
門
馬
正
繹
と
い
ふ
方
で
、
東
北
の
産
れ
で
、
相
当
政
治
的
経
歴
の
有
っ
た
人
の
様
に
間
い
た
°
同
じ
く
東
北
の
産
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
何
と
な
く
恢
か
し
い
感
じ
が
し
た
°
門
馬
氏
は
食
事
の
際
何
か
で
喧
騒
を
極
め
る
こ
と
が
あ
る
と
、
舎
監
室
か
ら
出
て
来
て
、
志
を
立
て
、
郷
関
を
出
て
来
ら
れ
た
諸
君
が
飲
食
の
為
め
に
か
A
る
喧
騒
を
な
す
は
、
身
分
に
不
似
合
な
不
行
俊
で
あ
る
と
、
大
き
な
金
切
声
で
吸
喝
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
o
」
最
後
に
な
っ
た
が
、
舎
務
日
誌
の
中
か
ら
図
書
室
に
関
す
る
こ
と
を
抜
き
書
き
し
て
お
こ
う
0
さ
き
に
本
文
紹
介
で
示
し
て
お
い
た
記
事
（
明
治
一
六
年
一
0
月
三
日
）
の
続
き
で
あ
る
が
、
図
書
縦
梵
室
を
開
い
て
、
図
害
を
借
買
し
た
状
況
を
日
を
追
っ
て
表
に
し
て
み
る
。
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舎
務
日
誌
に
つ
い
て
ク
―
―
日
（
木
）
―
二
名
ク
―
―
―
日
（
金
）
―
二
名
ク
―
―
―
―
日
（
土
）
一
四
名
ク
一
写
日
（
月
）
一
―
―
―
名
ク一存ハ
H
（
火
）
一
五
名
ク
一
七
日
（
水
）
（
神
営
祭
休
業
）
（
以
下
図
内
借
究
人
の
項
nit"い
い
て
い
る
が
、
人
数
不
記
戟
四
名
―
―名
二
名
三
名
五
名
―
二
月
二
0
日
ま
で
）
以
上
、
わ
ず
か
な
記
叔
で
あ
る
が
、
当
時
の
閲
覧
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
°
図
書
館
の
図
害
の
甚
本
の
―
つ
で
あ
る
同
攻
会
の
図
書
は
、
こ
の
当
時
ま
だ
寄
托
さ
れ
て
い
な
い
。
同
攻
会
の
図
書
が
、
実
際
に
利
用
さ
れ
る
の
は
、
明
治
一
七
年
五
月
二
五
1
で
、
発
会
式
と
同
時
に
、
図
書
室
に
寄
托
さ
れ
、
縦
買
を
開
始
し
て
い
る
°
初
期
の
図
苫
室
の
本
は
、
市
肋
春
城
の
談
話
咽
記
に
よ
る
と
（
廿
周
年
紀
念
録
）
、
．
大
隈
家
蔵
の
図
古
、
大
隈
英
懸
校
長
が
外
国
か
ら
持
っ
て
帰
ら
れ
た
図
書
に
、
そ
の
他
職
且
か
ら
寄
附
さ
れ
た
図
因
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
図
叩
い
が
架
蔵
さ
れ
て
い
た
か
記
録
が
な
い
の
で
早
急
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
妓
近
、
宮
即
か
ら
大
隈
家
蔵
の
蔵
害
印
の
あ
る
洋
叩
目
が
一
0
点
ほ
ど
見
つ
け
ら
れ
た
°
発
行
年
順
に
示
し
て
み
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
o
「
ジ
ル
レ
ル
戯
曲
全
集
」
（
仏
訳
一
八
奈
年
刊
）
「
ロ
ー
ド
・
バ
イ
ロ
ン
全
集
」
（
仏
訳
一
八
七
一
年
刊
）
「
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
戯
曲
集
」
（
仏
文
一
八
芸
一
年
刊
）
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
「
英
文
学
ハ
ソ
ド
プ
ッ
ク
」
（
一
八
七
五
年
刊
）
同
「
米
文
学
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
」
（
同
年
刊
）
「
大
蔵
大
臣
報
告
密
翰
」
（
英
文
同
年
刊
）
八
名
―
―名
1
0名
四
名
四
名
六
名
二
名
六
名
六
名
ク
ワ
ッ
ケ
ソ
ボ
ス
「
学
生
用
ア
メ
リ
カ
史
」
（
英
文
ズ
老
年
刊
）
グ
ー
ド
リ
ッ
チ
「
絵
入
合
衆
国
史
」
（
英
文
一
八
七
八
年
刊
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
イ
ツ
ト
リ
ー
「
諭
理
学
入
門
」
（
英
文
同
年
刊）
モ
ソ
テ
ス
キ
ュ
ー
「
万
法
料
理
」
（
英
訳
同
年
刊
）
ギ
ゾ
オ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
（
文
明
史
」
（
英
訳
一
八
八
0
年
刊
）
小
野
梓
の
署
名
入
り
の
本
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
、
寄
托
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
に
入
庫
さ
れ
た
も
の
と
思
う
°
興
味
深
い
の
は
「
永
田
町
鍋
島
家
誠
苫
印
」
と
あ
る
図
書
が
財
政
・
経
済
の
書
架
に
数
十
冊
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
°
二
、
三
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
メ
イ
ヌ
「
東
西
村
落
共
同
社
会
」
（
英
文
一
八
七
二
年
版
再
版
）
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
「
法
学
講
諮
ー
実
定
法
の
哲
学
」
（
英
文
一
八
七
写
年
刊
）
カ
レ
イ
「
社
会
学
原
理
」
（
英
文
一
八
七
―
―
一
年
刊
）
等
で
あ
る
。
こ
と
に
、
カ
レ
イ
の
著
因
は
、
南
と
い
う
人
か
ら
鍋
晶
氏
に
お
く
ら
れ
た
図
内
で
、
そ
れ
す
ら
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
南
部
（
大
隈
）
英
麿
の
も
の
も
あ
る
。
た
ま
た
ま
宮
庫
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
洋
宮
を
あ
げ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
教
科
舌
も
含
め
て
図
書
の
収
集
に
は
、
創
立
当
時
の
関
係
者
の
労
苦
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。
従
っ
て
明
治
一
七
年
以
降
、
校
友
を
中
心
に
し
て
学
術
研
究
団
体
と
し
て
同
攻
会
が
で
き
、
そ
の
目
的
の
―
つ
で
あ
る
図
書
の
収
集
が
軌
逆
に
の
っ
た
と
き
、
図
書
室
も
ま
た
漸
次
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
創
立
し
て
か
ら
一
年
後
の
図
書
閲
買
状
況
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
。
(
-
九
六
ニ
・
九
・
ニ
0
記）
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